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１１
月
１６
日
、
四
万
十
市
西
土

佐
の
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

駐
車
場
に
て
、
平
成
２０
年
度
幡

多
中
央
地
区
消
防
連
合
会
総
合

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
で
は
、
消
防
団
員

の
消
防
技
術
の
向
上
と
士
気
の

高
揚
を
図
り
、
消
防
活
動
の
進

歩
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
幡
多
中
央
消
防
組
合
、

四
万
十
市
消
防
団
お
よ
び
黒
潮

町
消
防
団
で
組
織
す
る
幡
多
中

央
地
区
消
防
連
合
会
の
主
催
の

も
と
、
実
践
型
放
水
競
技
（
ポ

ン
プ
車
の
部
・
小
型
ポ
ン
プ
の

部
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
、日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、

ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
参
加
８
チ

ー
ム
中
、
入
野
分
団
が
２
位
、

佐
賀
分
団
が
３
位
、
小
型
ポ
ン

プ
の
部
で
は
参
加
２２
チ
ー
ム
中
、

鞭
分
団
が
優
勝
し
、
伊
田
分
団

が
３
位
に
入
賞
す
る
活
躍
を
見

せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
訓
練
に
先
立
ち
、
功

績
賞
お
よ
び
感
謝
状
の
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
功
績
賞
と
し
て
、
永
野
浩
幸

さ
ん（
佐
賀
分
団
）、
森
本
論
さ

ん（
佐
賀
分
団
）、
道
倉
幸
彦
さ

ん（
上
川
口
分
団
）、
桐
田
祐
樹

さ
ん（
入
野
分
団
）、
大
西
勝
也

さ
ん（
鞭
分
団
）、
島
田
準
也
さ

ん（
鞭
分
団
）、
今
倉
俊
和
さ
ん

（
田
の
口
分
団
）、
山
本
英
紀
さ

ん（
早
咲
分
団
）、
橋
田
隆
吾
さ

ん（
伊
田
分
団
）、
今
西
健
一
さ

ん（
拳
ノ
川
分
団
）ら
１０
名
が
表

彰
さ
れ
、
元
副
団
長
の
松
井
和

久
さ
ん
が
感
謝
状
を
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
安
心
・
安
全

を
担
う
要
と
し
て
、
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
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○
お
問
い
合
わ
せ
　
【
本
庁
】
総
務
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
1
2（
直
通
）　
【
佐
賀
総
合
支
所
】
総
務
課 
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黒
潮
町
消
防
団
、大
活
躍
！

幡
多
中
央
地
区
消
防
連
合
会

総
合
訓
練

ポンプ車の部
　優勝　四万十消防署
　２位　入野分団
　３位　佐賀分団

小型ポンプの部
　優勝　鞭分団
　２位　具同分団（四万十市）
　３位　伊田分団

鞭分団（小型ポンプの部優勝）

入野分団（ポンプ車の部２位）

伊田分団（小型ポンプの部３位）佐賀分団（ポンプ車の部３位）

功労賞の受賞

消防団員募集！！
　地域に密着している消防団は、地域防災の要として災害から人命と財産を守り続けて
きた歴史があり、深い信頼を得ています。あなたも消防団員の一員となり、「自分たちの
地域は自分たちで守る」ための活動をしませんか？

　ご相談やご連絡は、最寄りの消防分団または役場の本庁総務課消防防災係（蕁43－2112）
佐賀総合支所総務課総務係（蕁55－3111）までお願いします。


